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武蔵野市で実施した道路の景観整備事業において，環境色彩調査をはじめとして，市民の意向の調査等を 

活用しながら周辺景観との関連を考察し，舗装の素材・色彩や街路灯の形状デザイン・色彩の検討を行っ 

た事例を，今後の道路景観のデザインマネジメント手法として検証・標準化していくための基礎資料として 

とりまとめた． 
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１．はじめに 

(1)道路景観における色彩の位置づけ 

景観法制定以来10年を経て，色彩に関して，マンセル

表色系による色相と明度，彩度での把握は広く認識され

てきており，関連分野では一般的となってきたが，それ

は「規制」の基準値としての認識が中心であろう．景観

を構成している色彩は，その地域の気候風土の影響をう

け，現在に至るまでの営みの中で，そこの住民らが選び

残してきた結果であり，住民らの心理や生活に深く根ざ

したものであるが，しばしばそれは意識レベルまでには

顕在化しない場合が多い．現場での色彩計画に携わって

きた経験の中で，道路整備等では機能が優先されること

が多く，色彩までの景観的な視点での検討は十分になさ

れていない．また，市民との合意形成への取り組みの少

なさや難しさも感じてきた． 

そこで，平成25年度に武蔵野市道路課とともに試みた

道路景観における色彩とデザイン検討の取り組み事例を

紹介し，今後の更なる客観的な色彩・デザイン検討手法

の開発の一助としたい． 

 

２．地域や通りの特性と計画上の位置づけ 

(1) 地域・通りの特性 

武蔵野市は新宿から西へ約 12km の地点に位置してお

り，都内でも有数の住宅地である．市道第 151号線（七

井橋通り）は，住みたいまち・住んでよかったまちNo．

1 として高い評価を得ている吉祥寺の駅の南側に位置し  

図-1 市道第151号線（七井橋通り）の位置 

 

ており，住民の憩いの場として愛される重要な景観資源

である井の頭恩賜公園へとつながる主要なルートとなっ

ている．(図-1) 

七井橋通りは延長約 215ｍ，幅員 6m（一部 6~8ｍ区間

あり）である．井の頭通りから井の頭公園までの全区間

が自転車歩行者専用道路として車両の進入が規制されて

いる．井の頭公園へ向かう人や買い物を楽しむ人など，

休日には 1日約 3万人もの人々が年間を通して訪れる賑

わいある通りである． 

用途地域は，井の頭通りから約85ｍの北側区間が商業

地域（容積率600%），その南側の公園までの区間が第一

種中高層住居専用地域（容積率200%）に指定されており，



短い区間の中で建築物の規模，外壁の色彩等まちの雰囲

気が大きく様変わりする特徴を有している． 

 

(2)計画の位置づけ 

武蔵野市では，地域の個別計画にあたる吉祥寺グラン

ドデザイン（平成 19 年）やその実行計画である NEXT

‐吉祥寺（平成 22年）を策定し，吉祥寺の魅力を発揮し

つづけるためのまちづくりが行われている．また，市内

で重要性の高い 11 路線に対し，景観・歩行・安心・安全

の一層の向上を図ることを目的に景観整備路線事業計画

（平成 22年）を策定し，平成 25年度井の頭公園側の約

80m区間について，電線類の地中化，インターロッキン

グブロック舗装，装飾街路灯の整備を行った． 

 

３．目標及び制約条件 

(1) 目標の設定 

客観的・定量的データに基づき，市民等の期待や要望

に応えることができる道路景観整備の方向性を見出し，

合意形成を図ることを目標とする． 

 

(2)検討における制約条件 

舗装材や街路灯は，道路の維持管理上の観点を考慮し，

既製品の中から選定し，また，道路に求められる機能面

や安全面にも配慮することとした． 

 

４．実施項目 

今回，図-2に示す提案フローに基づき，市民との意見

交換，環境色彩調査，イメージアンケート調査等を実施

した．  

 

図-2 道路景観色彩及びデザイン等提案フロー 

 

(1)作業項目の目的と概要 

a)環境色彩調査 

現況の道路景観を構成する色彩の把握が目的である．

色彩の調査対象は，道路景観として視野に入ってくる建

築物，塀，道路舗装，生垣や植栽等の部位とし，測定方

法はマンセル表色系をもととした，HUE&TONE カラー

システムによる色票を用いた視感測定とした．（図-3） 

また，飲食店や物販店が建ち並んでいることから，看

板やテント等が道路景観に与える影響を考慮し，調査対

象とした． 

比較データとして，隣接する他の通りと景観資源であ

る井の頭公園入口付近の色彩構成の把握も行った． 

 

図-3 測色に用いた Hue&Tone システムと測色用カラーチャー

ト  

 

b)イメージアンケート調査 

人々の気持ちにそわない色彩提案は支持されにくいこ

とから，利用する人々がどのような心理的期待を持って

いるのかを定量的に把握することを目的とする． 

イメージアンケート調査の方法としては，株式会社日

本カラーデザイン研究所が開発したデータベースイメー

ジ調査を採用した．表-1 に示す 180 語の言語の中から，

テーマにふさわしい言語を 20 語選択してもらい，多くの

人が共通して抱くイメージを導き出す方法である．  

この手法は，色彩をSD法で評価し，因子分析を用いて

抽出した３軸で構成したカラーイメージスケールをもと

とし，形容詞の集計により累積した結果を言語イメージ

スケール（図-4）上の位置に反映させることにより，多

くの人が共通に答えた部分が示されて，その結果に対応

した配色イメージ（図-5），素材感などを展開できる手

法である．1)  

今回は，「七井橋通りへの期待」，「井の頭公園」にふさ

わしいイメージをテーマとし，沿道住民や店舗を対象と

してアンケート調査を実施した． 

なお，市職員によるアンケートの直接回収を行うと共

に，近隣の公共施設での留置・回収を行うことで, より

多くの回答を得られるよう配慮した．また，市職員にも

同様のアンケートを実施し，調査結果の比較も行うこと

とした． 



表-1 データベースイメージ調査用形容詞一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 言語イメージスケール 

図-5 配色イメージスケール 

ｃ）意見交換/素材検討・先行事例視察 

パースや写真等では表現が難しい素材感，サイズ，照

明の光の雰囲気等を体感してもらうことを目的とした舗

装材や街路灯のサンプルの展示や，建築物との調和や立

地条件の違い等，道路景観に対する理解を深めるための

先行事例視察等を実施し，市民との意見交換を行った． 

ｄ）街路灯色彩見本による現地での比較評価 

 環境色彩調査，イメージアンケート調査，先行事例視

察等より決定した舗装材の色彩と調和しやすい街路灯の

色彩を複数考案し，見本の作成を行い，現地にて比較評

価を実施した．舗装材や街路灯をそれぞれ個別に評価す

るのではなく，道路景観としての評価を行うことを目的

として実施した． 

 

５．結果と提案 

環境色彩調査，イメージアンケート調査，住民との意

見交換（先行事例視察等）の結果を踏まえて提案の作成

を行なった． 

(1)環境色彩調査結果 

a)外壁及び立面の色彩の特徴 

ここで示したのは，建築物と塀，植栽など通りの立面

での色彩の出現頻度を示した図及びグラフである．面積

比率ではなく，どのような色彩が多くみられるかを表示

している． 

図-6から図-8をみると，七井橋通りは，黄赤～黄系の

色相が中心で，低～中彩度のやや色味のある落ち着いた

トーンが多く，あたたかい雰囲気である． 

 

図-6 七井橋通りHue&Tone分布 

 

 

図-7 七井橋通り色相分布  図-8 七井橋通りトーン分布 

 



図-9 パープル通りHue&Tone分布 

 

 

 

図-10 パープル通り色相分布 図-11 パープル通りトーン 

分布 

 

図-12 公園入口付近Hue&Tone分布 

 

図-13 公園入口付近色相分布 図-14 公園入口付近トーン 

分布 

 

 

 

 

図-15 看板等Hue&Tone分布 

図-16 看板等色相分布 

 

隣接するパープル通りは，武蔵野公会堂に面する通り

である．店舗は少なく，途中から住宅街中心になるがこ

の通りも井の頭公園に直接つながっている．図-9から図

-11で示すように住宅の塀沿いの植栽の緑の分量が多く

なる傾向が見られる．また，東京のやや古い住宅街にし

ばしば見られる大谷石などの石塀もあり，その石材の色

彩の影響などで，七井橋通りより黄系が多いのが特徴的

である．トーンでは，店舗が少ないため，やや色味を感

じさせる中彩度色が減少し，低彩度の静かで落ち着いた

印象のトーンが中心となっている． 

井の頭公園入口付近では，建築物は多少あるが，樹木

の幹の色，樹木の葉の色彩が多くなる．図-12から図-14

で示すように，黄緑系や黄系の比率が多くなってくる．

建築物の色彩が少ないため，中彩度は減少し，低彩度色

が増加しているのが特徴である． 

 

b)看板等の色彩の特徴 

図-15と図-16は，看板やテントの色彩を示している．

七井橋通りは，飲食店や衣料品店など幅広い分野の店舗

が連なり，にぎわっている通りであるが，赤や黄など一

般的な看板の色彩もあるが，木製看板等も多く用いられ

ており，人工的な色彩が少ない傾向が読みとれる． 

特に，近年サインカラー等で主流になっている青系が

使われていないことが特徴で，色相では緑系が多く使わ

れていることが分かった．公園に繋がる通りであるため，

自然の色の代表的な色相の一つである緑系が多く使われ



ているのではないかと推測された． 

なお，ここで用いているトーンとは，明度と彩度のバ

ランスで，12に分割した「色の調子」という捉え方であ

る．高明度，中明度，低明度あるいは高彩度，中彩度，

低彩度というように大まかに調査結果の傾向を捉えるの

に有効である．トーン図の中の円の大きさは出現数の多

さの割合を示している． 

 

(2）イメージアンケート調査結果 

イメージアンケート調査は住民だけでなく，沿道店舗

等に協力を求めた．具体的な色を尋ねると言う手法では

なく，どのような雰囲気が望ましいかという指示で回答

を求めた．この調査は，前述したように180の言語を用い，

「七井橋通りに期待するイメージ」「井の頭公園のイメ

ージ」の2点について20語を選択するという方法を用いた． 

これらの結果から，市民は，商店街のにぎやかさより，

自然さのあるイメージを求めていることが分かってきた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果を比較すると，市民は図-17のように，ナチュラル

（自然感）イメージを期待し，市職員は図-18のように，

カジュアル（にぎわい・楽しさ）イメージを期待すると

いうように差異が出てきた．利用の頻度や関わり方の違

う被験者グループによって，通りへ期待するイメージが

異なることが把握できた． 

 七井橋通りは，井の頭公園の存在の影響が大きく，井

の頭公園と連続した場所として捉えられているというこ

とがわかる結果であった．もし公園との関わり度を薄め

てしまえば，通りの独自性が弱まってしまうことが懸念

されるため，商店街としての活気やにぎわいよりも，ナ

チュラルさを重視し，自然感を感じさせる色彩を提案し

ていく必要があると判断された． 

 

(3）意見交換/素材検討・先行事例視察結果 

a)サイズの視点 

ブロックの大きさと高級感の関連が注目された．100mm

×200mmの標準サイズではなく大きめのサイズへの要望

が出された． 

b)色彩の視点 

視察にあたって，簡単に，色相・明度・彩度の観点を

説明．先行事例の箇所それぞれで感じた雰囲気を言葉で

表現し，それから善し悪し，好き嫌いの発言を回答欄に

記入する用紙を用意した．全体としては，落ち着きと自

然感のある色彩への要望と，明度の高い色彩や合理的な

イメージのある色彩は避けたいとの要望があがった． 

c）地域の特徴への視点 

商店街やビジネス街，狭い通りや駅前広場など利用用

途の異なる地点での視察であったため，使用用途や生活

感の有無などによる色彩の違いなどへも関心を持つ結果

となった．道路景観に対する色彩の効果への理解が深ま

ったといえよう．七井橋通りはビジネス空間とは異なる

方向性が求められた． 

 

６．とりまとめと提案 

(1)とりまとめ 

これまで行なった調査の結果を整理すると 

a)環境色彩調査 

七井橋通りの色彩は黄赤～黄系の中彩度以下の建築物

が多いことが確認された．しかし，井の頭通り側は明度

が高く，無彩色系が多い都会的なイメージを感じさせる

が，井の頭公園側では黄赤系で中明度・中彩度の自然の

イメージの色彩が多いという差異が認められた．低彩度

で，明度の変化に対応できる工夫が必要である． 

b)イメージアンケート調査 

市民は七井橋通りに自然で穏やかなイメージを求めて

いる結果であった．（図-19 ） 

c)先行事例視察 

穏やかで自然を感じさせる色あいが望ましいとの意見

があった． 

d)まとめ 

七井橋通りにふさわしいのは，自然なイメージを感じ

させる色相・トーン，自然を感じさせる素材感、穏やか

で優しさのある形態デザインという方向性が導き出され

た．2)
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-19 市民による結果を重視 

図-17 市民による結果 図-18 市職員による結果 



 

図-20 参考事例 土の色Hue&Tone分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)提案 

a)舗装材及び街路灯の色彩の方向性の提案 

舗装材の色彩は，景観資源である井の頭公園との関わ

り，市民が期待する自然というイメージ，環境色彩調査

結果での沿道建築物等の色彩との調和に考慮し，図-20

に示すような井の頭公園で観察された土の色相やトーン

に類似したものとした． 

街路灯の色彩は，舗装材と調和しやすく，自然感があ

り，華やかな商品ディスプレイやテントの色彩を引き締

める暗めの明度の色彩とした．また，建築物の外壁色か

ら突出しすぎない彩度，井の頭公園の豊かな樹木を望む

眺望になじむ色相という面から，井の頭公園の緑に類似

し，図-21 で示した範囲のような緑系の色彩の提案を行

った． 

b)舗装材の素材感の提案 

イメージアンケート調査の結果では，七井橋通りに対

し「自然さ」以外に「穏やかさ」への期待があることを

考慮し，格式があり高級感のある石材ではなく，土等の

自然を感じさせる素材感が望ましいとした．先行事例視

察で高級感を求める意見が出されたことを踏まえ，

200mm×300mm の大きめの舗装材を提案した．ただし，

交差点部については維持管理に配慮し，100mm×200mm

の標準サイズの舗装材とした． 

c)街路灯のデザインの方向性の提案 

イメージアンケート調査からは，自然で穏やかなデザ

インまたは優しさを感じさせるデザインが望まれる結果

となったが，隣接するパープル通りなど武蔵野市内で多

く採用されているクラシックデザインの要素も取り入れ

た提案をした． 

d)舗装材レイアウトデザインの提案 

七井橋通りの中で，井の頭通り側から井の頭公園に近

づくにつれ外壁，看板等の色彩やまちの印象が大きく様

変わりしているため，沿道建築物の色彩に合わせ，舗装

材の色彩の濃淡によるグラデーション効果を持たせる方

法を提案した．具体的には，井の頭通り側の無彩色系の

明度の高い建築物群との調和には明るめの黄系を基調色

に用い，井の頭公園側へ向かっては，黄赤系への変化に

合わせ茶色を基調色とするよう変化させる方法である．

これにより，七井橋通りが持つ通りの特性を生かした道

路景観の策定を図ることができたといえる． 

 

(3)現地評価 

a）街路灯色彩見本による現地での比較評価の結果 

提案した緑系の中で，色相・明度・彩度のバリエーシ

ョンを持たせた５色を候補として見本を作成し，現地で

の比較評価を行った． 

評価項目は，場所により変化する沿道建築物の外壁を

考慮し，煉瓦の外壁，低彩度の外壁，井の頭通り側の明

度の高い外壁それぞれとのバランス，公園の樹木の緑と

のバランス，舗装材とのバランス，店舗ディスプレイと

のバランスなどの項目とし，調和，なじみ，配色として

の美しさなどを見ながら，三段階評価とした． 

その結果，最も評価が高い黄緑系のやや暗い色に決定

した． 

 

７．成果 

今回の取り組みにより，次の成果を得ることができた． 

(1)市民の景観に関する判断基準の構築と合意形成 

これまで道路景観に対する住民の意見は個人個人の主

観的なものが中心であったが，今回のような複数の視点

からのデータや機会の提供は，市民の主観的判断を客観

的判断へと促す効果を生み，市民との合意形成に寄与し

たと判断できた． 

 

(2)定量的・客観的データの共有 

環境色彩調査による色彩の客観的データ，またイメー

ジアンケート調査による定量的データを活用した道路景

観の提案は，その背景や検討過程が明確になるため，市

民の理解を求めやすい．今後，これらのデータは今後も

他の地域での道路景観の検討における参考例として紹介

できるものとなりえただろう． 

図-21 七井橋通りの環境色彩になじむ範囲 

引き締める緑系 



(3)素材検討・先行事例視察 

市民との合意形成においては，パースや写真等での把

握が難しいサイズ感や素材感等に対し，サンプルや実際

の施工事例を見る機会を多く設けることが重要である．

これらの機会の提供は，道路景観の整備後の姿を想像し

やすくし，提案内容に対する理解を深め，材料の素材感

等に関する共通認識を持てる効果を確認した．また，先

行事例視察により立地条件と舗装材との関連等の認識の

醸成にも役立ったと思われる． 

今後も，道路景観の検討の際には素材への理解，先行

事例視察に努めていくのが望ましい． 

 

(4) 相互理解の促進の可能性 

今回実施した道路景観に対する一連の取り組みは，今

後の道路景観検討における市と市民の相互の理解を促進

しうる可能性を有している． 

 

８．今後の課題と取り組み 

(1) 今後の課題 

a)制約条件の共有の重要性 

市民との合意形成を図る上で，検討の前提となるべき

制約条件を具体的かつ明確に提示し，市民から合意を得

る作業を優先的に行う必要がある．道路景観というもの

を具現化していく中で，道路の管理者として経済性や機

能性に関する制約条件を設ける場合には，早い段階で提

示し，共有することが重要である． 

b)アンケート調査被験者設計の精緻化 

イメージアンケート調査の実施は武蔵野市内で初めて

の試みであったため，目標回答数を約 40名以上に設定し，

時間的制約があったために男女構成比，年齢構成比，職

業等の属性については考慮しないこととしたが，今後の

調査の実施に際しては，属性等の被験者構成に配慮する

ことが望まれる． 

 

(2) 今後の予定 

a) 整備後の環境色彩調査の実施 

平成 26 年度末に七井橋通り南側約 80m の道路整備が

完成するため，施工後に環境色彩調査を実施し，七井橋

通りの道路部分の色彩の変化が通り全体の景観に与える

影響について把握する予定である． 

b)合意形成手法の検証 

今回の取り組みは，色彩やデザイン等の道路景観につ

いて市民との合意形成を図る手法の一つとして今後の活

用により事例を増やすことが望まれる．また，整備後の

市民の評価の把握により，今回の実施内容に関する効果

の検証が必要であると考えている．  

c)整備予定 

平成26年7月に電線類の地中化に先行して街路灯を設

置し，平成 27年 3月末頃に道路整備か完了する予定であ

る． 
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